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要旨： 
 脊椎動物の神経誘導と領域化のメカニズムは、Nieucoop らが両生類胚を用い

た実験で提唱した２ステップモデルが広く受け入れられて来た（文献１）。その

モデルによると、胞胚後期から原腸胚初期において、背側オーガナイザーのシ

グナルが神経板を誘導し（ステップー１：神経誘導）、さらに植物極側の中胚葉

の後方化シグナルが、脳の運命を抑制し、脊髄などの運命を誘導する（ステッ

プー２：領域化）。一方、我々のグループのゼブラフィッシュ胚を用いた実験に

より、神経板の前方（脳）はオーガナイザーのシグナル（Chordin な）により

誘導されるが、後方（脊髄など）はオーガナイザーのシグナルに依存せず、植

物極側の中胚葉からのシグナル（Fgf）により誘導される仕組みがが明らかにな

った（文献２）。現在は、より単純な in vitro の系において Chordin と Fgf の

共同作業による前方と後方の神経誘導を調べる技術（文献３）を確立しようと

しており、その結果についても紹介したい。 
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